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の叙述を通じて,すでに1919-20年の時期にボ シェヴイズム とフラン ｢長期構造
改革｣構想が分岐してゆく経緯が,見事に解明されているのである｡この点では,第一次大戦下のフラン
スが議会共和制の基本的枠組みを守りえたことを確認した第-章,および,ポリシェヴイズムの核心が革
命情勢の後退という戦略的判断に立つ組織論にあったことを論じた第二章が,的確な予備的考察の役割を
果たしている｡
以上のようにして,本論文は,実証的分析の手法と全体の構成において優れ,20世紀の社会主義の歴史
にかんする研究への貢献も大きいと考えられ,博士 (法学)の学位を授与するに相応しいものと認められ
る｡
なお,平成9年1月9日に,調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結果,合格と認め
た｡
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